先端科学技術創造交流会　日程
　
主　催　九州大学機能物質科学研究所 (第1回～第5回)
九州大学先導物質化学研究所 (第6回～第8回)
共　催　(財) 生産科学研究奨励会
第1回先端科学技術創造交流会
― 最新リチウム電池技術と材料設計 ―
日　　時：2001年8月10日(金) 午後1－4時 (4時から懇親会)
場　　所：九州大学筑紫キャンパス事務棟大会議室
講演題目：
「リチウムイオン二次電池の現状と課題　― 電解質と負極を中心にして ―」　 小久見 善八
「架橋剤を用いて製造したハードカーボンの電極特性」　 光来 要三
「リチウムイオン電池用正極に残された課題と展望」　 岡田 重人
「リチウムイオン電池電解質の分子設計」　 園田 高明
「材料から見たリチウム電池の安全性」　 山木 準一
第2回先端科学技術創造交流会
― 最新電子表示技術と材料設計 ―
日　　時：2001年12月7日(金) 午後1－4時 (4時から懇親会)
場　　所：九州大学筑紫キャンパス事務棟大会議室
講演題目：
「液晶研究の現状と今後の展望」 森 　章
「有機EL分子の設計と合成」 叉賀 駿太郎
「有機EL研究の現状と今後の展望」 筒井 哲男
第3回先端科学技術創造交流会
― ２１世紀型環境エネルギーシステムの開発 ―
日　　時：2002年5月17日(金) 午後1－4時 (4時から懇親会)
場　　所：九州大学機能物質科学研究所111号室
講演題目：
「総　論」 持田 勲
「マイクロガスタービンと圧縮機開発」　 速水 　 洋
「新冷媒を用いた次世代ヒートポンプシステムの構築」　 小山 繁
「電子機器の高性能冷却技術の開発」　 藤井 丕夫
「超音波マイクロ吸収ヒートポンプの研究開発」　 山城 光
「排煙処理技術の新発想」　 辻　 正治
第4回先端科学技術創造交流会
― ナノテクノロジーの新展開 ―
日　　時：2002年9月27日(金) 午後1－4時 (4時から懇親会)
場　　所：九州大学機能物質科学研究所111号室
講演題目：
「ナノ材料工学の視点」 持田 　 勲
「炭素材料のナノ構造解析と利用」 光来 要三
「ナノ炭素繊維の調製・構造・利用」 尹 　 聖昊
「Characterization of Adsorbent-Refrigerant Pairs for the Development of New 
　Generation Adsorption Cycles」 ビデユット・Ｂ・シャハ
「リチウムイオン電池用電解液の安定性」 山木 準一
第5回先端科学技術創造交流会
― 最新キラルテクノロジーとグリーンケミストリー ―
日　　時：2003年2月7日(金) 午後1時30分から講演会
(5時から懇親会) (いずれも無料)
場　　所：九州大学機能物質科学研究所111号室
講演題目：
「安定キラル触媒を利用する新しいキラルテクノロジー」 金政 修司
「新しい分子触媒の開発?反応性有機金属錯体の設計からのアプローチ」 永島 英夫
「多機能集約型不飽和ケトン及びニトロオレフィンを用いる触媒的不斉合成」 和田 英治
「イオン性液体の現状と展望：電気化学的応用を中心に」 江頭 　港
第6回先端科学技術創造交流会
― 最新電池技術 ―
日　　時：2003年5月9日(金) 午後1時30分から講演会
(5時から懇親会) (いずれも無料)
場　　所：九州大学先導物質化学研究所111号室
講演題目：
「電池電極用炭素の現状と展望」 持田 勲
「メソフェーズ系炭素の賦活と電気二重層キャパシタへの利用」 光來 要三
「フッ素化溶媒電解液とリチウム電池の安全性」 山木 準一
「Co、Ni、Mn系以外の無機系正極活物質」 岡田 重人
第7回先端科学技術創造交流会
― 電子デバイス製造と電子機器冷却における新展開 ―
日　　時：2003年10月24日(金) 午後1時30分から講演会
(5時から懇親会) (いずれも無料)
場　　所：九州大学先導物質化学研究所111号室
講演題目：
「CVD反応器及びCz炉の移動現象解析と制御」 今石　宣之・秋山　泰伸
「強磁場を用いた新現象と流れ場への応用」 尾添　紘之・田川　俊夫
「表面微細加工による電子素子の高負荷冷却」 本田　博司
　
第8回先端科学技術創造交流会
― 高機能性炭素のエネルギー分野への応用 ―
日　　時：2004年9月24日(金) 午後1時30分～午後4時40分 : 講演会 (無料)
午後5時～午後6時30分 : 懇親会 (ビスタホール)
場　　所：九州大学総合研究棟 2階 Eラーニングラボラトリールーム
(従来の会場と同じ筑紫キャンパス内にあり、通称はC-CUBEです。)
講演題目：
「炭素のキャパシタ・電池への応用」 持田　勲 (九大・先導研)
「燃料電池における繊維状ナノ炭素の利用」 尹　聖昊・洪　聖和 (九大・先導研)
「商社におけるナノ炭素の取り組み」 上村　正昭 (住商メディケム㈱)
「活性炭素繊維を用いる大気浄化」 安武　昭典 (三菱重工（株）化学研究室)
　
